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ウシの体外発生培養における培地交換の有無が  

胚盤胞発生に与える影響  
 

１  背景・目的  

石川県では、酪農家における乳牛への和牛受精卵移植が、能登牛  

の増産を支える技術となっている。  

    体外受精による受精卵生産では、体内受精に比べて生産効率は上

がるが発生率や受胎率が劣る。この原因の一つである、体外培養にお

ける卵子への外的ストレス（温度、光 、酸素濃度、 pH など） を軽減する

ことを目的に、従来区（受精卵の発育に合わせた成分の培溶液を使用、

培地の交換を実施 ） と試験区 （成分の変わらない市販の発生培養液を

使用 、培地交換を実施 ：Ⅰ区 、同培養液を使用 、培地交換を行わな

い：Ⅱ区 ）における受精卵の発育を比較検討する。   

 

２  技術のポイント  

従来区と試験区において胚盤胞発生率に差はない。つまり、発生培  

養用の市販培養液を用いて、かつ培地交換を行わなくても従来法と  

同等の発育を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  成果の活用と残された問題点  

（ １ ）  培地交換を省略でき、大気中での受精卵操作時間を削減出来る。  

（ ２ ）  胚盤胞発生率に差はなかったが、移植試験を行い受胎率に違いが

あるのかを検討する必要がある。  

 
問合先：技術開発部  TEL： 0767-28-2284 
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